












佐 藤 司 郎
今年度の始業礼拝のため示された聖書箇所は「ヨハネによる福音書」
第10章11̃ 16節です。羊飼いという呼び名がくり返し出てきます。羊
飼い, しかも 「良い羊飼い」 が主題であることは明らかです。
羊飼いというのは, 聖書の文化圈では, 特別な人たちではありませ
んでした。 私たちにも, 聖書を知つている人には, 親しい名称である
に違いありません。 これは一つの職業を表わすとともに, 象徴的・比
喩的にも使われました。民衆にそれだけ身近な存在だった と い う こ と
です。強調されなければならないのは, それがとくに神を表わすのに,
あるいは王を表わすのに使われたことです。今日の聖書箇所では, 「救
い主」 を表わすのに用いられています。 もっとはっ きり言えば, イ ェ
ス'キリストを表わすのに用いられています。聖書は, この呼び名で,














です」とリュティは言つています。 この聖書箇所を読んで, 「狼」と い
う言葉に, 当時のリュティと同じような 「特別の響き」 を感じとる人
は, 今日それほど多くないでしょう。





今日も, 羊たちを, すなわち, 教会だけでなく, すべての人を不安
の中に置くものは少なくありません。「羊を電い, また散らす」 狼が,
すなわち, 羊をその本当の持ち主から奪い取つて離れさせてしまう間
の力が働いていることは誰も否定できません。なるほど, ヒ ト ラ ーの
戦争のような, はっ きり牙をむきだしわれわれに襲いかかろうとして
いる勢力はないかも知れません。 しかしこの世には, 私たちを神から





































人」 と呼ばれている者との違いはどこにあるのでしょうか。 イ ェス '
キリストの言葉によれば, それは, 端的に, 良い羊l頗lいにと って羊の
群は彼のものであるけれども, 雇い人にと って羊は彼の所有ではない
と い う こ と で す。雇い人は羊に資任を感じない。羊が危険にさらされ






と こ ろ で, 私も含めて, お そ ら く 皆 さ ん も, 羊という動物について,
まして羊飼いという職業について経験的な知識を全くもちあわせてい




は ど う で し ょ う か。「主は羊飼い, わたしには何も欠けることがない,
主はわたしを青草の原に休ませ, 態いの水のほとりに伴い, 魂を生き





な こ と が あ り ま す。不安があります。請'編の詩人もそうした人の苦し
みと悩みを知つています。 でも, その時でも, その只中にある時でも,
主が羊飼いのように共にいてくださると告白します。そして 「命のあ
る限り, 恵みと慈しみはいつもわたしを追う」 のです。 旧約の詩人に
と って, これが, 私たちが良き羊飼いである神に従う時の意みと力で
した。
新約に目を転じれば, クリスマスの時, 救主の誕生を, その喜びを,
誰よりも先を聞くことを許された羊飼いのことを私たちは思い起こし
ます。 彼らは寝ずの番をし, 羊の群を危険から守つていたのです。 あ
れはた しかに羊飼いの姿です。
も う一つ, 忘れてならないのは, 有名なルカによる福音書15章の,
迷い出た一匹の小羊を探し出す羊飼いではないでしょうか。 当時の羊
の群の数え方は,例えば石の囲いの入り口に羊飼いが杖をかざして,そ














羊を知つてぉり, 羊もわたしを知つている。また, わたしのものは, わ
たしを知つています。 …・・'・わた L;は羊のために命を捨てる」 (14̃l 5
節)。
こ こ で い う「知つている」というのは, たんに認識している, 見知つ
ているというのではありません。 も っ と根源的な関係を意味していま
す。この関係を言葉で表現することは, なかなか難しい。後のパウロ
の言葉で言えば, 「生きているのは, もはやわたしではありません。キ
リストがわたしの内に生きてぉられるのです」 (ガラテヤ2'20) と で
















さて大切なことは, 良き羊飼いとはイ ェス・ キ リ ス ト で あ る と い う
ことです。 この方が「わたしは羊のためにわたしの命を捨てる」と語つ
ていることを見過ごしにしてはなりません。 それを見過ごすなら, 良
い羊飼いはイ ェス ・ キ リ ス ト で な く て も よ い こ と に な り ま す。私たち
を知り, 私たちにご自分を知らしめ, 私たちを愛し, その愛を極みま
で遂行された方,十字架においてご自身を私たちのために捧げた方, こ
の方が私たちの良い羊飼いです。 ま さ に「狼の時代」に, このイ ェス・
キ リ ス ト と い う た だ一人の羊飼いに従うことが大切です。そしてその
時にこそ, 私たちの人生の意味と課題が神によって明らかに示されま
す。 この羊飼いにつねにお従いすること, 誰か人間ではなく, 自分で
も な く, ただ主イ ェス ・キリストに従つて歩むことが大切です。
最後に, 16節の聖句を読み落とさないように し ま し ょ う。 イ ェス・
キ リ ス ト は, 「わたしには, この囲いに入つていないほかの羊もいる」
と語つています。 これは今日, 私たちに, きわめて大切なことを語つ
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ています。第 l に, 私たちはイ ェス・ キリストを教会の壁の中に閉じ
込めてはならないということです。 じっさいそのようなことはできな
い。私たちは, この世の主であるイ ェス ・キ リ ス ト を, 教会の主とし
ていただいているからです。主イ ェス ・ キ リ ス ト のお働きは教会の壁



















良い羊飼いであるイ ェス ・ キリストにこの新しい年度も共に従つてま
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い・り ま し ょ う。
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